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大
分
県
竹
田
支
部

事
務
局
長
　
後
藤
建
一

平
成
六
年
七
月
十
三
日

（
土
）
竹
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー(

多
目
的
ホ
ー
ル)

に

お
い
て
、
第
七
十
四
回
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
竹
田

市
民
大
会
」
が
午
前
十
時
よ

り
開
催
さ
れ
、
中
城
賢
一
支

部
長
以
下
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
後
、
市
内
の
中
学
生
二

名
、
高
校
生
三
名
に
よ
る
意

見
発
表
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

素
晴
ら
し
い
意
見
発
表
で
感

動
を
し
ま
し
た
。

１部50円

  

東
京
都
新
宿
支
部

第
八
回
　
善
行
会
杯

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

新
人
戦
大
会

支
部
長
　
前
田
哲
也

第
八
回
善
行
会
杯
新
宿
区

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
新
人
戦

サ
ッ
カ
ー
大
会
（
中
学
生
）

が
約
五
ヶ
月
か
け
て
令
和
六

年
五
月
三
日
に
区
内
グ
ラ
ン

ド
に
て
天
候
良
く
優
勝
決
定

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
明
け
で
選
手
整
列
し

て
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
久
し

ぶ
り
の
光
景
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

新
宿
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

理
事
長
さ
ん
は
学
校
行
事

が
重
な
っ
て
い
る
中
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
新
人
戦
と

は
い
え
中
学
一
年
生
も
二
年

生
に
な
り
、
二
年
生
も
三
年

生
に
な
り
、
優
勝
決
定
戦
の

五
月
の
選
手
の
体
つ
き
は
と

て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

期
間
通
し
で
感
じ
た
事
で

一
番
は
挨
拶
や
伝
令
が
堂
々

出
来
る
。
私
は
そ
う
い
う
の

が
出
来
る
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
は
好
き
で
す
。
一
位
・
東

京
練
馬
区
三
原
台
中
学
、
二

位
・
実
践
中
学
、
三
位
・
早

稲
田
中
学
、
四
位
・
ク
リ
ア

ソ
ン
新
宿

四
チ
ー
ム
に
は
盾
と
副
賞

と
し
て
、
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ
各

一
ケ
ー
ス
を
配
り
、
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
選
手

東
京
都
台
東
区
支
部

総
会
報
告

支
部
長
　
轟
　
豊
藏

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

（
水
）
台
東
区
の
浅
草
観
光

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
令
和

六
年
度
台
東
区
支
部
総
会

を
、
総
勢
二
十
一
名
が
出
席

し
て
開
催
し
た
。
冒
頭
の
挨

拶
に
立
っ
た
轟
支
部
長
か

ら
は
一
年
を
つ
つ
が
な
く

経
過
し
、
会
員
増
強
の
成
果

を
上
げ
た
と
い
う
報
告
と
、

今
年
度
も
研
修
会
や
親
睦

会
等
を
活
発
に
行
い
、
さ
ら

に
会
員
増
強
を
は
か
り
た

い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

当
日
来
賓
で
出
席
さ
れ
た

勝
野
堅
介
会
長
よ
り
台
東

区
支
部
は
活
発
に
活
動
し
、

会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
善
行
会
の
模
範

で
あ
り
ま
す
と
お
褒
め
を

い
た
だ
き
、
山
下
純
雲
子
副

会
長
か
ら
も
模
範
的
な
結

束
さ
れ
た
会
に
一
層
の
発

展
を
期
待
し
ま
す
と
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
会

員
一
同
感
激
を
い
た
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
議
長
指
名
を
さ

れ
た
轟
支
部
長
が
、
令
和
五

年
度
の
事
業
報
告
を
中
島

副
支
部
長
、
収
支
報
告
を
河

原
副
支
部
長
に
そ
し
て
監

査
報
告
を
稲
垣
監
査
よ
り

報
告
を
受
け
た
。
満
場
一
致

で
賛
同
を
得
た
。
続
い
て
、

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画

案
と
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
も
賛
同
を
い
た
だ
き
議

題
を
終
了
し
た
。
篠
原
由
美

子
副
支
部
長
が
閉
会
の
挨

拶
を
し
た
。

福
岡
県
筑
後
支
部

令
和
六
年
度
　

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式

及
び
総
会
開
催

支
部
長
　
山
中
洋
一

令
和
六
年
度　

特
別
善
行

表
彰
の
伝
達
式
及
び
総
会
を

柳
川
市
藤
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
令
和
六
年
六

月
八
日
（
土
）
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
顧
問
の
地

元
県
議
、
椛
島
德
博
様
よ
り

祝
辞
の
後
に
特
別
善
行
表
彰

を
授
与
し
て
頂
き
ま
し
た
。

金
章
の
江
口
俊
幸
氏
、
銀
章

の
江
崎
豊
子
氏
の
お
二
人
は

喜
び
ひ
と
し
お
で
感
無
量
の

ご
様
子
で
し
た
。
次
に
総
会

の
事
案
に
入
り
令
和
五
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
、
令
和
六
年
度
事

業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
令
和
六
年
度
は

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
大
会
を
当
支

部
が
担
当
し
、
柳
川
市
に
て

開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。「
盛
会
を
目
指
し
て
尽

力
し
ま
し
ょ
う
。」、「
善
行

活
動
に
携
わ
り
、
善
行
会
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
頂
く
方
に

お
声
か
け
し
て
今
後
の
新
会

員
の
充
実
に
も
力
を
注
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
誓
い
合

い
、
本
支
部
の
更
な
る
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
散
会
い

た
し
ま
し
た
。

大
阪
府
支
部

総
会
と
特
別
表
彰

伝
達
式
の
開
催

支
部
長
　
太
田
征
二

令
和
六
年
六
月
八
日
（
土
）

大
阪
府
支
部
の
総
会
を
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
で
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
開
催
前

に
、
五
月
十
八
日
に
特
別
善

行
表
彰
の
金
賞
一
名
、
銀
賞

三
名
の
受
賞
さ
れ
た
方
に
伝

達
し
ま
し
た
。
総
会
に
入
り
、

令
和
五
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
が
審
議
・
監
査
報
告

全
て
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
を
審
議
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
の
支
部
役

員
を
発
表
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
又
、十
二
月
十
四
日（
土
）

に
は
支
部
設
立
三
十
周
年

を
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大

阪
で
開
催
予
定
・
支
部
設
立

三
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
懇
親
会
で
は
会
員
の
親
睦

と
情
報
交
換
、
善
行
者
の
推

薦
を
お
願
い
し
、
懇
親
会
も

修
了
し
ま
し
た
。

熊
本
県
宇
土
支
部

令
和
六
年
度

  

春
季
善
行
表
彰

伝
達
式
を
開
催

事
務
局
長
　
九
谷
新
吾

支
部
は
、
令
和
六
年
六
月

二
十
三
日
（
日
）、
宇
土
市

民
会
館
で
、
元
松
茂
樹
市
長
、

西
山
宗
孝
県
議
、
藤
井
慶
峰

市
議
会
議
長
、
太
田
耕
幸
教

育
長
を
来
賓
に
迎
え
、
令
和

六
年
度
春
季
善
行
表
彰
伝
達

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
春
季
善
行
者
宇
土

支
部
推
薦
に
対
し
特
別
善
行

銀
章
で
亀
井
勲
一
さ
ん
、
宇

佐
川
照
孝
さ
ん
、
青
少
年

善
行
環
境
美
化
活
動
で
宇
城

市
松
橋
小
学
校
三
年
生
の
山

下
瑛
琉
さ
ん
、
梅
田
優
香
さ

ん
、
鋤
崎
日
葵
さ
ん
ら
個
人

三
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
支
部
長
代
読
で
日
本
善

大
分
県
大
分
支
部

春
季
善
行
表
彰
伝
達
式

並
び
定
期
総
会
の
開
催

支
部
長
　
山
崎
勝
利

令
和
六
年
度
春
季
善
行
表

彰
伝
達
式
並
び
定
期
総
会
を

大
分
市
東
部
公
民
館
に
於
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
六
月
三

日
（
月
）
は
梅
雨
入
り
三
日

目
、
前
日
は
大
雨
で
大
変
心

配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
曇

り
で
し
た
が
、
雨
も
降
ら
ず
、

暑
く
も
な
く
恵
ま
れ
た
日
に

な
り
ま
し
た
。
開
催
予
定
時

間
は
十
四
時
で
す
が
、
役
員

の
皆
さ
ん
に
は
十
二
時
集
合

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
公
民

館
が
開
場
と
同
時
に
そ
れ
ぞ

れ
に
別
れ
て
作
業
開
始
、
毎

回
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
す
か
ら

会
場
設
営
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
す
。
約
一
時
間
で
終
了
、

受
賞
者
と
一
般
会
員
の
出
席

を
待
ち
ま
す
。
十
三
時
四
十

分
に
は
全
員
着
席
さ
れ
、
定

刻
に
式
典
を
開
会
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
を
佐
藤
満
洋

常
任
顧
問
が
告
げ
、
最
初
に

金
賞
の
伝
達
を
本
部
理
事　

松
井
猛
氏
よ
り
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
銀
章
四
名
の

方
へ
は
支
部
長
よ
り
表
彰
状

と
メ
ダ
ル
と
銀
バ
ッ
チ
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
個
人
十
三
名
・

団
体
一
を
推
薦
致
し
ま
し
た

が
、
本
部
の
審
査
の
結
果
、

個
人
三
名
・
団
体
一
の
結
果

と
な
り
、
更
に
二
名
の
方
は

高
校
を
卒
業
後
就
職
し
時
間

が
取
れ
な
い
た
め
欠
席
、
団

体
は
遠
方
な
た
め
欠
席
、
寂

し
い
伝
達
式
と
な
り
ま
し
た

が
、
金
章
、
銀
章
の
伝
達
で

何
と
か
形
に
な
り
ま
し
た
。

二
宮
博
大
分
市
議
会
議
長
、

粟
井
明
彦
教
育
長
、
日
本
善

行
会
松
井
猛
理
事
、
来
賓
皆

様
か
ら
の
お
祝
辞
を
頂
き
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
定
期
総
会
の
準
備

で
す
が
、
手
際
よ
く
す
ぐ
に

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
総

合
司
会　

立
川
寿
副
支
部
長

よ
り
物
故
者
へ
の
黙
濤
、
今

年
は
四
名
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
は
善
行
会
の
良

き
理
解
者
で
協
力
者
で
し

た
。
大
分
支
部
に
取
っ
て
は

行
会
勝
野
堅
介
会
長
か
ら
の

祝
意
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
、
元
松
茂
樹
市
長
か
ら

善
行
運
動
の
推
進
に
努
め
る

宇
土
支
部
に
謝
意
と
受
賞
者

に
ね
ぎ
ら
い
の
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
伝
達
式
終
了

後
、
令
和
六
年
度
宇
土
支
部

総
会
が
行
わ
れ
議
案
す
べ
て

が
提
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

総
会
終
了
後
、
全
員
で
浅

草
で
歴
史
の
あ
る
ロ
シ
ア

料
理
の
名
店
マ
ノ
ス
に
お

い
て
親
睦
を
深
め
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
た
。
さ
ら

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
な
る
よ
う
心
の
一
致
を

確
認
し
た
。

は
練
馬
三
原
台
中
学
の
Ｍ
Ｉ

く
ん
、
斜
め
に
な
り
な
が
ら

の
得
点
は
一
生
懸
命
で
納
得

で
し
た
。

私
が
今
回
初
め
て
始
球
式

を
す
る
事
に
な
り
ラ
イ
ン
通

り
ま
っ
す
ぐ
蹴
れ
ま
し
た
。

い
い
役
を
や
ら
せ
て
頂
け
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
第
二
十
三
回
善
行
会
杯
・

小
学
生
大
会
は
九
月
〜
十

月
）

大
き
な
損
失
で
す
。
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

支
部
長
挨
拶
の
後
、
支
部

長
が
務
め
ま
す
議
事
も
、
特

に
問
題
も
な
く
、
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
が
出
来

ま
し
た
。




